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そこで、世界の国々の責任として、子どもの権利をしっかりと守って
いくために、つくられたのが「子どもの権利条約」（児童の権利に関
する条約）です。子どもの権利条約は1989年11月20日、国連総会に
おいて採択されました。この条約を守ることを約束している「締約
国・地域」の数は2022年8月時点で196の国と地域がこの条約に入っ
ており、世界で最も広く受け入れられている人権条約です。

日本ユニセフ協会子どもの権利
条約　▶

日本ユニセフ協会子どもの権利
条約に関する資料　▶

すべての子どもに生まれながら「子どもの権利」があり
だれもそれを奪うことはできません
子どもの権利を守れるのはおとなです

★子どもの権利条約★

この地球で暮らす子どもたち。みんなが幸せに、もって生まれた能力
を十分に伸ばして成長してほしい。それは、世界共通の願いです。し
かし見わたしてみると、貧しい暮らしに苦しんでいたり、自然災害や
戦争に巻き込まれたり、家族や住む家をなくしたり、学校に通えなか
ったり、差別を受けたり、子どもたちはさまざまな問題に直面してい
ます。

子どもの権利条約とは？



生命、生存、発達
に対する権利 

命が守られ成長できる
よう医療や教育生活支
援が受けられること　

差別の禁止 
国籍、性、意見、障が
い、貧困経済状況など
どんな理由でも差別さ
れないこと

子どもにとって最もよ
いことを第一に考える
こと　

子どもの最善の
利益 

子どもの意見の
　尊重　

子どもは関係ある事柄
に意見を表すことがで
きること 

★子どもの権利条約の4つの原則★

「子どもの権利条約は、子ども（18 歳未満）を権利をもつ主体と位
置づけ、おとなと同じく、ひとりの人間としてもっている権利を認め
ています。さらに、おとなへと成長する途中にあり、弱い立場にある
子どもたちには保護や配慮が必要な面もあるため、子どもならではの
権利も定めています。
また、すべての子どもに保障される権利のほかに、難民や少数民族の
子ども、障がいのある子どもなど、特に配慮が必要な子どもの権利に
ついても定めています。
「子どもの権利条約」には、次の4つの原則があります。

「子どもの権利条約」は、条約に入った国が、条約にある子どもの権
利が実現するよう法律などを整え、利用できる最大限の手段を用いる
こと、また、子どもの発達に応じてその権利が実現するよう指導する
責任はまず親（保護者）にあることも定めています。

こども家庭庁こども基本法▶



　真庭市では、令和5年度（2023年）から、こども・子育て関連施策をパッケ
ージ化し、市政の最優先施策と位置づけ「こどもはぐくみ応援プロジェクト」
に取り組んでいます。
　具体的には、相談支援、出産・育児・生活支援、経済的支援、子育て環境整
備の4つの分野で、子どもの権利や幸せを守り、子どもの健やかな成長や自立
を支援するための事業を実施しています。

切れ目のないこども・子育て支援

こどもの出生数

市民のみなさんと共に大切にしたい考え

〇真庭市に生まれ、暮らす全てのこどもたちが、幸せに暮らすこと
ができるまちを目指します。
〇こどもを産み、育てたいと願う全ての市民を応援し、子育てに夢
や喜びを感じられるまちを目指します。
〇真庭市は次の考え方を基本として必要な施策を進めていきます。

①こども・子育て施策は、持続可能な真庭市の実現に向け、最優
先で取り組む施策です！
②常にこども目線、こどもまんなかで取り組みます！
③真庭に暮らすみなさんとともに、子どもの権利が守られるよう
支え、はぐくんでいきます！
④ライフスタイルに応じた、切れ目ない総合的な施策を進めま
す！
⑤こども・子育て施策は市民ニーズを把握し、施策を進めていき
ます！
⑥必要な政策は国等に先行して積極果敢に取り組みます！

まち・ひと・しごと
創生総合戦略目標値

年間出生数：
250～300人

少子化対策は待
ったなしの状況



こどもたちが幸せであるようにこども・子育てを支えます

39.6％

43.9　
％

24.3　
％

29.1　
％

16.7　
％

アンケート調査での意見
（令和4年11月実施）

拡

保育の充実やおむつ　
支給・廃棄

社会全体が子育てを
支援する雰囲気にな
ってほしい

早産などのリスクが軽減で
きるよう治療につなげま
す。また、親子での口腔衛
生意識を醸成します。

こどもが安心して遊
べる場所がほしい

放課後児童クラブを
充実してほしい

子育てにかかる経済
的負担を軽くしてほ
しい

妊婦・パートナー　　
歯科検診が無償に
妊婦・パートナー　　
歯科検診が無償に

出産・子育てを
応援する支援
出産・子育てを
応援する支援
妊娠時と出産時にそれぞれ
５万円を給付し、経済的負
担を軽減します。

こどもが欲しいと願う人を
応援し、治療費の一部を助
成しています。

不妊・不育治
療助成
不妊・不育治
療助成

pickup

真庭市の主な支援策

新

こども家庭セ
ンター設置
こども家庭セ
ンター設置

2024年度から

全ての妊産婦、子育て世帯、
こどもへの一体的な相談支援
により、虐待、貧困等の予防
や支援を行います。

新

母子手帳アプ
リサービス
母子手帳アプ
リサービス
母子手帳の記録をデジタル
化することで、成長記録や
予防接種が管理しやすくな
ります。

2024年度から 2024年度から

高校世代まで

こども医療
費の無償化
こども医療
費の無償化

薬代も市外の病院も無料で
受診できます。

2023年度から



新

真庭市内の医療機関へ就職
を希望する学生へ奨学金を
貸与します。就職した場合
は返済を免除します。

新新拡

市営住宅の一部を子育てに配
慮した住宅としてモデル的に
リノベーションします。

保育人材の
確保・育成
保育人材の
確保・育成

市内で就職している保育士
の奨学金返済金を一部助成
します。

頑張る保育士
を応援
頑張る保育士
を応援

2023年度からこども園での使
用済みおむつは園で処分して
います

2023年度からこども園での使
用済みおむつは園で処分して
います

住宅リノベー
ション事業
住宅リノベー
ション事業

看護師を応援
する奨学金
看護師を応援
する奨学金

安心して遊べ
る場所の整備
安心して遊べ
る場所の整備
公民協働によるポケット
パークや、勝山地内河川
敷に小中高生等が集い憩
う遊び場を整備します。

こどもはぐく
み応援事業
こどもはぐく
み応援事業

新婚さんバッ
クアップ事業
新婚さんバッ
クアップ事業
結婚に伴う経済的負担を軽
減するため、新婚世帯に引
越し費用等の一部を助成し
ています。

こども・子育てにやさしい
社会の実現のためにこども
まんなかイベントの開催
や、ほしい人に届きやすい
情報発信に取り組みます。

真庭市で働く保育士の新生
活を支援する給付金を支給
します。また、真庭をフィ
ールドとした保育体験を支
援します。

子育て世帯就業
環境改善事業
子育て世帯就業
環境改善事業

新

子育てと仕事の両立がしやす
い労働環境づくりのための調
査と、市内企業へ啓発をしま
す。

放課後児童ク
ラブの整備
放課後児童ク
ラブの整備
児童の健全な育成を図る
ため、児童の放課後等の
居場所を確保する視点か
ら施設の整備をします。

拡拡



950,730
　　　千円

　真庭市では、他の自治体の取組事例や、保護者アンケートの結果も踏まえな
がら、これまでの施策の充実強化のほか、新しい施策にも積極的に取り組みま
す。令和6年度         　　　　　    で取り組む政策的な予算（当初予算案ベー
ス）は、次のとおりです。

1,361,979
　　　　　千円

上記事業予算のほかにもこども・子育て施策の予算を確保しています。
障がい児通所給付費　102,099千円
児童手当　640,980千円
児童扶養手当　124,635千円
保育施設等の運営費　1,295,884千円
放課後児童クラブの運営費　144,152千円
就学援助費26,563千円　等

プロジェクト

64
事業

令和5年度令和5年度

令和6年度令和6年度73
事業

対前年度比
約1.43倍

具体的な施策メニュー

新規事業14事業　638,569千円

拡充事業11事業   233,635千円

　    継続事業48事業  489,775千円



番号 区分 事　業　名 予算額

① 新規
☆こども家庭センター設置　　　　　　　　　　　　　　　
（母子とこどもの一体的な相談支援）

－

② 新規 ☆母子手帳アプリサービス（成長記録・予防接種管理） 5,305

③ 継続
☆まにわパパママクラス（妊婦とパートナーを対象にした出
産・子育て教室）

283

④ 継続 ☆発達発育支援センター事業（相談体制の充実等） 19,532

⑤ 継続 ☆子育てオンライン相談（LINE等） 517

⑥ 継続 ☆愛育委員のこんにちは赤ちゃん訪問（ブックスタート） 189

⑦ 継続 ☆ママと赤ちゃんのおっぱい相談（産後ケア事業訪問型） 230

⑧ 継続 ☆母子保健コーディネーター相談支援 9,043

⑨ 継続 ☆家庭教育支援事業（真庭市家庭教育支援チーム） 901

⑩ 継続 ☆赤ちゃん訪問（保健師・助産師） 158

⑪ 継続 ☆愛育委員による親子交流事業 －

⑫ 継続 ☆食育推進ボランティアよる食育教室 －

⑬ 継続 ☆ひとり親家庭の就労相談支援 －

⑭ 継続 ☆育児相談（保健師・栄養士） 301

相談支援
（単位：千円）



番号 区分 事　業　名 予算額

① 継続 ☆医療的ケア児訪問看護レスパイト事業 1,053

② 継続 ☆はぐくみサポーター派遣事業（利用回数の上限30回） 574

③ 継続 ☆産後ケア事業（利用回数の上限12回） 1,624

④ 継続 ☆妊産婦ケア事業（産婦健診） 2,330

⑤ 継続 ☆乳幼児健診 8,227

⑥ 継続 ☆離乳食教室 54

⑦ 継続 ☆新生児聴覚検査（費用の助成） 667

⑧ 拡充 ☆妊婦･パートナー歯科健診（自己負担の無償化） 574

出産・育児・生活支援

番号 区分 事　業　名 予算額

① 継続
☆園・小中学校等の給食費への助成事業　　　　　　　　
（物価高騰対策を継続）

23,261

② 継続
☆出産・子育て応援はぐくみ給付金事業（妊娠時、出産時
それぞれ５万円の給付と、伴走型支援）

23,000

③ 継続 ☆低所得妊婦初回産科受診料助成事業 100

④ 継続 ☆こども医療費無償化（対象を高校生世代まで拡充） 195,626

⑤ 継続
☆不妊・不育治療支援事業　　　　　　　　　　　　　
（上限額を設定した上で全ての不妊治療を対象）

6,300

⑥ 継続 ☆若年がん患者妊孕性温存治療支援事業 650

⑦ 継続 ☆保育料の減免・無償化（第３子以降） 32,470

⑧ 拡充
☆市内就職を志す看護学生への奨学金（対象校・金額拡
大、返還免除あり）

6,000

⑨ 継続
☆高校生・大学生等への奨学金　　　　　　　　　　　　
（Uターンする若者への返還免除あり） 13,920

経済的支援

（単位：千円）

（単位：千円）



番号 区分 事　業　名 予算額

① 新規
☆こどもはぐくみ応援事業　　　　　　　　　　　　　
（こどもまんなかイベント・PR動画作成） 7,108

② 新規 ☆こども計画の策定 9,655

③ 新規 ☆こども・子育て情報発信 352

④ 新規
☆真庭ではたらく保育士新生活支援事業　　　　　　　
（保育士の就職支援）

5,500

⑤ 新規
☆民間認定こども園サロン事業支援　　　　　　　　　
（一時預かり等の充実）

17,346

⑥ 新規 ☆まにわの木ふれあい事業 1,053

⑦ 新規 ☆市営住宅子育てリノベーション事業 18,273

⑧ 新規
☆生理用ナプキンスクール事業　　　　　　　　　　　
（市内小中学校のトイレに生理用品設置）

104

⑨ 新規
☆学習交流センター整備事業　　　　　　　　　　　　
（勝山高校蒜山校地交流施設）

468,586

⑩ 新規 ☆よみたい、しりたい、こども応援事業 769

⑪ 新規
☆子育て世帯就業環境改善事業（子育て世代の労働環境づ
くりのための調査と、市内企業への啓発）

4,000

⑫ 新規 ☆こども園等の再編整備促進 100,518

⑬ 継続
☆園児のおむつスッキリ事業　　　　　　　　　　　　
（使用済みおむつを園で処理）

－

⑭ 継続
☆小中学校等のICT化推進事業　　　　　　　　　　　　
（学校と保護者との連絡ツールのICT化を推進） 2,799

⑮ 拡充 ☆こどもの居場所づくり支援事業（あそびの機会づくり）　 7,732

⑯ 拡充
☆安心して遊べる場の整備促進（公民協働によるポケット
パークと勝山地内の河川敷に小中高生等が集う遊び場整
備）

25,024

⑰ 継続 ☆市営住宅入居時の多子世帯優遇制度の創設 －

⑱ 継続
☆企業への普及啓発事業の展開　　　　　　　　　　　
（県おかやま子育て応援企業制度の普及拡大）

－

⑲ 拡充
☆保育人材の確保促進事業　　　　　　　　　　　　　
（免許取得助成、学生の保育体験支援、リクルート活動）

315

子育て環境整備
（単位：千円）



番号 区分 事　業　名 予算額

⑳ 継続 ☆頑張る保育士応援事業（奨学金の一部返済補助等） 2,584

㉑ 継続 ☆つどいの広場の運営（６か所運営） 30,044

㉒ 拡充 ☆放課後児童クラブの整備（17か所運営・2か所整備） 114,593

㉓ 拡充
☆こども園等のICT化推進事業（登降園記録等のICT化推
進）

21,014

㉔ 拡充 ☆地域学校協働本部事業（地域学校協働活動） 11,346

㉕ 継続 ☆病児保育事業（市内２箇所） 23,775

㉖ 拡充 ☆真庭市里山定住促進事業（出張里山の日） 2,013

㉗ 拡充 ☆真庭市里山留学事業（移住促進） 8,998

㉘ 継続 ☆ももっこアプリ協賛店の普及拡大（県事業の推進） －

㉙ 継続 ☆いのちふれあい事業（中学校・高校） 42

㉚ 継続
☆HPV予防接種費用の助成　　　　　　　　　　　　　　　
（子宮頸がんワクチンキャッチアップ接種）

326

㉛ 継続 ☆事業所内保育所支援事業 2,880

㉜ 継続 ☆企業内保育所推進事業 540

㉝ 継続 ☆就業環境向上ステップアップサポート事業 300

㉞ 拡充 ☆教育魅力化推進事業（高校魅力化推進も包括的に実施） 36,026

㉟ 継続 ☆放課後子ども教室事業（長期休業中の体験・交流活動） 696

㊱ 継続 ☆こども園等の施設改修 16,056

㊲ 継続 ☆高等職業訓練促進給付金事業 1,730

㊳ 継続
☆子育て短期支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　
（特定の理由による宿泊を伴う預かり支援）

393

㊴ 継続 ☆学校給食地産地消推進事業 6,000

㊵ 継続 ☆一時保育サービス事業 －

㊶ 継続
☆空き家対策推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　
（転入者への補助、配偶者･扶養加算有り）

40,000

㊷ 継続 ☆新婚さんバックアップ事業（結婚に係る住宅補助） 20,600

（単位：千円）



みんなではぐくむ子育てのまちづくりの視点

子育て支援にゴールはなく、将来にわたって継続！

　市民の皆さんの、こども・子育て施策などについてのご意見をお寄せいた
　だけるよう、市ホームページに専用フォームを設け、常時意見を受付けて
　います。 

１

　市民の皆さんの、子育て施策をはじめとする市政への満足度・重要度など
　について、アンケート調査等を通じ、その把握に努めます 。

２

　「ふるさと真庭応援基金」や「未来を担う人応援基金」など、積極的にこ
　れらの基金を活用します。また、運用益を財源として活かすことで、子育
　て施策等を持続可能なものとします。

３

　こども・子育てを地域全体で支えていくためには、子育て施策への市民の
　理解を深めていくことが大切です。

　こども・子育て施策について、関連の予算・決算の状況を含め、より分か
　りやすい形で情報発信していきます 

　子育て関連の情報を、分かりやすくお届けできるよう、各種広報媒体に加
　え、SNSなどを活用した効果的でタイムリーな情報発信に取り組みます。
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5
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★お店にキッズチェアやキッズコーナーを設置する
★行列ができたときに子連れ優先レーンを設置する
★男性の育児休暇の取得がしやすいよう職場環境を整える
★こどもが急病の時など仕事が休みを取りやすいよう職場環境を整える
★こども連れの方を大歓迎するような表示をする

　できる活動でみんなで盛り上げていきましょう！

こどもまんなか応援サポーター

　真庭市に生まれ暮らす全てのこどもたちが、将来にわたって幸せ
に暮らせ、そしてこどもを産み・育てたいと思う方々が夢や喜びを
感じられることは、私たちみんなの願いです。
　その実現のため、妊娠・出産・子育てのライフステージに応じ
た、切れ目ない支援「こどもはぐくみ応援プロジェクト」をはじ
め、みんなではぐくむ子育てのまち」の実現に向けて全力を尽くし
ます。
　みんなで、真庭の未来を創るこどもたちを育んでいきましょう。

こどもまんなか応援サポーター宣言こどもまんなか応援サポーター宣言

市役所窓口でのこども
連れの人への配慮

市役所子育て応援
駐車場

まにわくんベビーカー
固定ベルト

真庭市長

　地域全体でこどもたちと子育てを大切にし、はぐくむ仕組みづくりに継続して取り組みま
す。真庭市も「こどもまんなか応援サポーター」として活動しています。市内の企業、事業
所、団体、そして個人の皆さんも、サポーターとして一緒に応援しましょう。

　地域全体でこどもたちと子育てを大切にし、はぐくむ仕組みづくりに継続して取り組みま
す。真庭市も「こどもまんなか応援サポーター」として活動しています。市内の企業、事業
所、団体、そして個人の皆さんも、サポーターとして一緒に応援しましょう。

令和５年８月１０日

おむつを捨てられる公
共施設を増やす

こういった活動
もしています

市役所窓口表示

例え
ば‥



健康福祉部子育て支援課

お申込み・お問い合わせ

086 7 - 4 2 - 1 0 5 4


